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三木先生が来年 3月にご退職なさるとお聞きして私はもうそんなに歳月
が流れたのかと驚きと不思議さで一杯でした。そしてこのご退職記念が追
悼の文になろうとは考えてもみませんでした。誠に残念で本当に淋しい気
持で一杯でございます。三木先生からは年に一度の丁重なるお便りを頂戴
し，その文面より先生のお元気なご様子をお察しすることが出来ました。
しかし，卒業後お目にかかりましたのは友人の結婚式に出席した時だけで，
しかもその時にはあまりお話しすることが出来ませんでした。今から思い
ますと本当に悔やまれてなりません。
思いおこしますと，私が関大仏文科を卒業しまして早や 5年たった今，
今更ながらに先生の存在がいかに大きなものであったかを痛感しておりま
す。それほ先生の学問に対する厳しさや熱意からだけではなく，人間的な
誠実さに心打たれたからでした。それはちょうど私が高校に入って生れて
始めてフランス語に接した時に受けた，あの暖かい，往の底のとした，そ
れでいてなにかしら厳しい感動を三木先生から受けたことを覚えています。
三木先生との出会いほ私とフランス語との出会いと同じように重大で，そ
してその後の私の人生観を変える程の力を持っていたように思います。
高校で週1時間のフランス語の授業を受けてからフランス語の持つ人間
らしい魅力に引かれ，関西の大学でも特に素晴らしい先生方のおられる関
大仏文科に入学した私ほ，三木先生を初めとする諸先生方の内容ある充実
した授業に接して，今までなにげなく聞き逃していた些細な事柄が様々な
色合いを帯びて浮かび上ってきました。それで私ほ授業中の先生の学問へ
の情熱だけでは物足りなくなり，授業をされている時以外の先生の素顔を
知りたいと思うようになっていきました。
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というのも先生の授業は実に歯切れよく，内容もボイントを押えた分か
り易いものであった上に必ず宿題を出されて，忙しい中にもそれを添削し
て下さったからです。ただ単に厳しいだけでなく優しい一面に接した私は，
先生のことをもっと深く知りたいと望むようになりました。このようにし. .. . 
て直接的にほフランス語講読やラテン語の授業を通じて先生の人となりを
知りましたが，それ以外に私の所属するクラブの主催されるコンパや合同
研究室での談話などから，ますます先生は人情味溢れる暖かいお方だとい
うことが分かってきたのでした。しかも間接的には確か 1日に 1冊のフラ
ンス語の本を読破されることや，数々の学会を主催されたこと，辞書を編
纂されたことなども伺いました。何事にも誠意と責任感をもってやり通さ
れるお姿ほ私にはとうてい真似の出来ないものでした。
現在，私も同じような職場についてみて，先生がかってどのような気持
で教壇に立っておられ，又私達に何を望んでおられたかが漸く分かるよう
になってきました。しかし私にとって先生はやほり先生でいつまでも尊敬
すべき恩師としての三木先生のお姿が残っております。このことは私だけ
でなく，きっと同期の人達も同じように考えておられることと思います。
特に私達の時代は学生運動のヒ゜ークにあり，その中にあって悩みも一入で
なかったかと存じます。先生と苦楽を共にした私達，仏文科生がりっばな
社会人として成長した姿をご退職時にお見社できればと切に願っておりま
したが，それも今でほ出来なくなってしまったことが，今更ながらに残念
でなりません。しかしいつまでも永遠の恩師として私共の心に残ることと
存じます。最後に先生のご冥福をお祈りしまして結びの言葉としたいと存
じます。
（昭45卒，八尾市立清友高等学校教諭）
